
【進行中の計画】
・シートかけ場所の増設
・先着順受付→時間指定受付へのトライアルを実施検
討中
・在庫補充出荷の積込時間帯の変更のため、消費地倉
庫へ運用変更を要請

受付～積込み時の待機時間の短縮検討 秋田県

１．実施者の概要１．実施者の概要

荷主企業： 荷主Ｂ（製紙メーカー）

東京都に本社をおく大手製紙メーカー。関東・東北方面を中心に西日本向けの出荷
も行っている。東北にも他に工場を持ち、輸送はJRコンテナ・内航海運なども活用。
運送事業者：運送事業者ア（元受）、運送事業者イ・ウ・エ・オ（４社とも下請）

宮城県に本社をおく荷主の子会社が元請となり、主たる実運送事業者として秋田県
の４社が実運送を行う。４社とも荷主Ｂの製品の輸送については長い実績を持つ。
荷種
洋紙及びライナー紙

２．事業概要２．事業概要

積込みイメージ

・改善基準告示の理解度を
把握するアンケートについて、
荷主、元請、実運送事業者
の管理者のみではなく、ドライ
バーについても試行的に実施。
・運送事業者イ～オのドライ
バーに対し、各社10名程度
に実施。

荷主企業Ｂの工場における受付～指示書受け取りまで
の待機時間に時間を要している。過去のデータを分析す
ると、平ボディ車両については６割以上が２時間以上の
待機。

【参考 ドライバーアンケート】

・改善基準告示の「内容を
知っている」は6割強。
・「知っている」グループと「知ら
ない」グループの遵守状況を
比較すると、「知っている」グ
ループは遵守割合が高い。
・ドライバーにも改善基準告
示の内容を理解してもらうこと
が重要。

【改善事業】

資料３



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．荷主企業のメリット６．荷主企業のメリット

５．結果５．結果

① 出荷オーダー決定が当日夕方となっており、出荷作業が集中する。

② 積込みの受付が先着順のため、午後の積込みであっても午前中に受付・待機してい
るトラックドライバーも見受けられる。

③ 出荷作業の集中等により、積込みバースが不足する時間帯がある。

④ 一部の方面向けトレーラは、消費地倉庫への搬入が多く、受入側の判断で出荷オー
ダーを早めに決定することができ、工場出荷閑散時間帯での作業が可能。

① 入門表より、受付時刻、出荷指示書受領時刻、ならびに出門時刻を入力し、各車両
（車種別・事業者別）が場内に待機する時間を出荷先別に分析。

② 関係各社（荷主Ｂ、運送事業者アイウエオ）へ対し、現在抱えている課題や、作業を
行う上での制約等の聞き取りを実施。

③ シートかけ場所の増設、受付時間の時間指定のトライアルの実施、在庫補充出荷の
積込時間帯の変更のため消費地倉庫へ運用変更を要請する予定。

① 待機時間の減少への取り組みについては現在も取組みを継続中。

① 将来的に複数場所での積込みがなくなれば、完成品の横持ち、積卸し回数が削減さ
れるため、荷痛みの削減が期待。

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

① 荷主企業と運送事業者で現場の問題点を確認。
② 荷主企業の協力により、積込待機時間の短縮に取り組む。
③ 荷主企業、運送事業者、取引先が一同に介し、引き続き継続的に改善を検討。

【改善事業】

【参考 ドライバーアンケート】

① 改善基準告示の存知度と遵守状況を把握するため、運送事業者イ～オのドライ
バーに対し、各社10名程度に5段階評価によるアンケートを実施（無記名方式）。

② 一般論として、改善基準告示の「内容を知っている」は6割強。改善基準告示の存
知状況をみると、「50代」が知らない傾向。遵守状況は「30代」「40代」が守れていな
い状況。改善基準告示を「知っている」グループと「知らない」グループの遵守状況
を比較すると、「知っている」グループは遵守割合が高い。

③ 荷主、元請運送事業者や実運送事業者に加え、ドライバーにも改善基準告示の内
容を理解してもらうことも重要である。

事業内容と結果事業内容と結果


